
凡　　　例

1 ．本文はできるだけ平易な表現になるよう心がけ、原則として常用漢字に基づいて表記した。
また、難読または誤読の恐れのある地名や漢字には適宜読み仮名を付した。

2．図・表・写真については、節ごとに一連の番号を付した。コラムは各々で連番号とした。

3．図・表には、原則として出典などを表記した。ただし、執筆者の作成によるものについては
省略した。

4．トレースまたは一部改変・加工した図を用いた場合、作図は市川自然博物館が行った。

5．写真については、原則として撮影地・撮影日・撮影者名を表記した。ただし、執筆者の撮影
によるものについては撮影者名を省略し、共著の場合は姓のみを表記した。また、撮影者名
の敬称は省略させていただいた。

6．植物名、動物名は、原則として和名のカタカナ表記とし、特に必要な場合を除き学名は省略
した。

7．施設名についてはできるだけ正式名称を用いたが、県立、市立等を省略して用いた場合もあ
る。例えば市立市川自然博物館のようにたびたび出てくる場合は市川自然博物館または自然
博物館と略して用いた。

8．年号は西暦を基本とし、適宜和暦を（　）書きで補った。

9．戦前、戦後の表記は第二次世界大戦の終結を境としている。

10．単位は原則としてSI単位（国際単位系）を使用した。

11．引用・参考文献は関係する節の末尾へ一括して掲載し、適宜項目ごとに分けた。コラムの場
合は文末に付した。

12．執筆者名は担当した節・項目の末尾に（　）書きで記載し、さらに執筆分担を巻末に掲載した。

13．第 5章の第 4節として、市川市域の「植物目録」、「動物目録」のデータ、および本文中の図
表の一部、本文中に掲載できなかった図表のデータ等をディスクに収録して貼付した。

14．下記の図は国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図を使用したものである。
﻿ ﻿市川市域図、図1-2-1、図1-3-2、図1-3-3、図2-2-2、図2-2-9、図2-2-10、図4-1-1、図
4-3-2、図4-4-1

15．下記の図は国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図を複製し作成したものである。
﻿ ﻿図2-2-7、図2-2-8、図2-3-2、図2-3-3、図2-3-4
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